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日
一
円
で
…
あ
な
た
を
守
る

新
潟
県
交
通
災
害
共
済
に
ご
加
入
を

　
昭
和
四
十
八
年
度
の
共
済
期
間
は

三
月
末
日
で
終
了
し
ま
す
の
で
、
四

月
一
日
よ
り
開
始
の
昭
和
四
十
九
年

度
の
加
入
申
し
込
み
を
三
月
一
日
か

ら
受
け
付
け
ま
す
。

　
交
通
事
故
は
、
ど
ん
な
に
注
意
し

て
い
て
も
「
い
つ
」
「
ど
こ
で
」
あ

う
か
わ
か
り
ま
せ
ん
。
昭
和
四
十
八

年
度
に
加
入
さ
れ
て
い
る
方
は
も
ち

ろ
ん
、
未
加
入
の
方
も
ご
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
さ
れ
ま
す
よ
う
お
す
す
め

し
ま
す
。

　
加
入
方
法
は
、
後
日
、
嘱
託
員
が

全
世
帯
に
配
布
す
る
会
費
払
込
書

（
加
入
申
込
書
）
に
よ
り
ま
す
。

　
な
お
、
同
時
に
配
布
す
る
チ
ラ

シ
、
回
章
等
に
は
、
く
わ
し
い
こ
と

が
記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　
昭
和
娼
年
の
交
通
事

　
故
は
減
少

　
昭
和
四
十
八
年
の
本
市
で
の
交
通

事
故
は
、
件
数
で
百
八
十
二
件
と
四

十
七
年
の
二
百
十
四
件
に
比
べ
て
約

十
五
％
減
少
。
死
者
五
人
は
、
四
十

七
年
の
七
人
に
比
べ
て
約
二
十
九
％

減
少
、
ま
た
負
傷
者
で
は
、
二
百
十

人
と
四
十
七
年
の
二
百
五
十
八
人
に

比
べ
て
約
十
九
％
減
少
で
し
た
。

　
こ
れ
は
、
交
通
事
故
が
本
市
の
社

会
問
題
と
な
っ
て
か
ら
初
め
て
の
こ

と
で
あ
り
、
市
交
通
安
全
協
会
、
市

交
通
指
導
員
等
の
献
身
的
な
努
力
と

市
民
各
位
の
ご
協
力
が
実
を
結
ん
だ

も
の
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

　
今
後
、
雪
の
た
め
交
通
事
情
の
悪

化
が
予
想
さ
れ
ま
す
が
、
運
転
者
も

歩
行
者
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、
交

通
事
故
防
止
に
努
力
し
ま
し
ょ
う
。

　
内
部
障
害
者
の
入
所

　
生
を
募
集

　
新
潟
県
後
保
護
指
導
所
で
は
、
昭

和
四
十
九
年
四
月
一
日
入
所
の
内
部

障
害
者
入
所
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
内
部
障
害
者
の
健
康

管
理
を
行
な
い
な
が
ら
技
能
を
身
に

つ
け
、
社
会
復
帰
を
促
進
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　
対
象
／
呼
吸
器
系
・
心
臓
・
腎
臓

　
　
　
　
等
の
障
害
者
（
精
神
障
害

　
　
　
　
を
除
く
）

　
資
格
／
十
五
歳
以
上
の
者
で
、
医

　
　
　
　
師
が
訓
練
指
導
を
行
な
っ

　
　
　
　
て
も
差
し
支
え
な
い
と
認

　
　
　
　
め
た
も
の
。

2
月
の
休
日
救
急
医

11

日
大
島
医
院
（
川
原
町
）

　
　
　
　
　
曾
2
i
2
9
5
7
番

仔
日
至
蟹
堂
医
院
（
西
浦
東
）

　
　
　
　
　
曾
2
－
3
2
7
6
番

餌
日
十
日
町
病
院
（
高
男
3
南
）

　
　
　
　
　
曾
2
1
3
1
6
1
番

　
な
お
、
く
わ
し
く
は
市
社
会
福
祉

事
務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。　
簡
易
保
険
新
加
入
運

　
動
を
展
開

　
郵
政
省
は
、
関
係
機
関
等
を
通
じ

学
校
や
住
宅
の
建
設
な
ど
明
る
い
く

ら
し
づ
く
り
に
役
立
っ
て
い
る
簡
易

保
険
の
新
加
入
運
動
を
四
十
九
年
一

月
か
ら
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
審
付
あ
り
が
と
う

　
歳
末
た
す
け
あ
い
審
付
金

▽
㈱
田
倉
従
業
員
一
同
…
…
一
万
円

▽
川
治
小
学
校
児
童
会
…
…
三
千
三

百
五
十
円
▽
保
坂
リ
イ
（
新
座
四
）

…
…
一
万
円
▽
十
日
町
地
区
同
盟
…

…
五
万
五
千
円

　
社
会
福
祉
事
業
嵜
付
金

▽
三
谷
尚
（
土
市
四
）
…
…
二
万
円

▽
織
物
㈱
と
も
し
び
会
（
山
本
）
：

　
　
　
　
　
　
　
、
　
、

．
血
撫

墜
な
2
、
－
！
〆

　
た
α
重
・
－

「
：
…
紅
：
忘
．
ポ
：
起
．
ぐ
：
；

　
　
今
月
は
国
民
健
康
保
険
料
…

…
の
納
期
で
す
。

…
二
万
一
千
九
百
五
円
▽
十
高
家
庭

科
同
好
会
…
…
八
千
四
百
三
十
一
円

▽
十
日
町
水
道
工
業
㈱
有
志
…
…
一

万
円
▽
十
日
町
モ
ラ
・
ジ
ー
事
務
所

青
年
部
会
…
…
九
千
二
百
三
十
八
円

▽
蕪
木
健
吉
（
西
寺
町
）
香
典
返
し

…
：
十
万
円
▽
岡
村
ハ
ル
イ
（
錦

町
）
…
…
六
千
百
円
▽
根
津
智
子

（
本
町
六
）
…
…
千
二
十
五
円
▽
十

日
町
北
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
…
：
二

万
八
千
百
円
▽
佐
藤
洋
品
店
（
本
町

六
）
…
：
五
万
円
▽
春
日
由
三
（
講

師
謝
礼
）
…
…
二
万
円

　
用
途
地
域
の
一
部
変

　
更
指
定

　
市
は
用
途
地
域
の
一
部
変
更
指
定

を
去
る
十
二
月
二
十
八
日
決
定
（
告

示
）
し
ま
し
た
。

　
今
後
用
途
地
域
内
に
建
物
を
建
て

る
場
合
、
制
限
事
項
も
あ
り
ま
す
の

で
事
前
に
建
築
士
ま
た
は
十
日
町
土

木
事
務
所
、
市
役
所
建
設
課
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

饗織縫董
塁蝶　，，曝　6
醜稲脇Kグぎる

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
生
口
示
第
一
号
）

雑
繰
裟
鞍
舞
　
地
方
自
治
法
第
二
百
四
＋
、
二
条
の
、
二
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
規
定
に
基
づ
く
「
十
日
町
地
域
広
域
事

務
組
合
財
政
事
情
の
作
成
及
び
公
表
に
関
す
る
条
例
」
の
定
め
る
と

こ
ろ
に
よ
り
昭
和
四
十
七
年
度
決
算
状
況
及
び
昭
和
四
十
八
年
十
二

月
三
十
一
日
現
在
の
本
組
合
の
財
政
事
情
を
公
表
し
ま
す
。

　
昭
和
四
＋
九
年
二
月
一
日
　
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
管
理
者
＋
日
町
市
長
春
日
由
三

昭和48年度会計別予算執行状況
　　（昭和48年12月31日現在）　　単位ノ

会計名 予算書醐入瀬 収入革 支断斉額 執行率

一般会計 31，526 19，260
　％61 20，673 　％66

と畜場事業

特別会計
811 772 95 573 71

総合福祉セン
ター特別会計

4，023 3，835 95 3，660 91

計 36，360 23，867 66 24，906 68

r爪田令は　　日厨地入）（不足分は一時借入）

罫5＝．騨
筑
し
々
3

p
優
甜
合
と

禽
爵
器
じ

2
時
7
奇
の

予
繭
晦
ノ

ざ
，
τ
－

そ
ん
な
瓶

組合債の状況

　　万円

4．300
祉
一
業

福
タ
事

ム
ロ
ン
設

総
セ
建

3．080と畜場
整備事業

7．380

昭和47年度歳入歳出決算状況戦

計

昭和48年度市町村別負担金状況

／噺、＼
　　＋巳町串　、

討瞬

蒐1

　
ら
！
6
！
㊧
」
き
凱

　
　
　
　
難
撃
象

贋

柱
　
　
君
へ
！

姦
と
く
魂
と
，

証
早
㊥
ザ
J
J
ン

齢
・
函
a
溢
じ

￥
ミ
・
二
売
暫
み

侵
用
轟
。

擁
　　I西r

＼　　4，972丹明
　　　19％

は
い
！
　
　
じ

ゐ
ザ
9

唯
δ
し
だ
．

驚
τ
モ
、
そ
ん

、
凌
，
で

汐
爲
禦
碇

区　分 予算額 収入済額 支出済額 差引額

一般会計 44 44 27 17

特
別
会
計

総合福祉
センター

6，658 6，662 6，344 318

と畜場
事　業

3，887 3，836 3，299 537

小　計 10，545 1Q，498 9，643 855

合　言十 10，589 10，542 9，670 872

昭秘群度市町村別負担金状況　　組合財産の状況

騰
、
∫ 糠疇需

110万円

建物

基金
公社債

（轟1劔あ唇地）

　
　
　
表
紙
の
こ
と
ば

「
イ
ヤ
i
」

わ
た
る
ー
。
こ
れ
は
、
「
剣
友
会
」

　
五
十
名
の
青
少
年
剣
士
た
ち
は
、

て
い
ま
し
た
。

（
諏
訪
町
）
さ
ん
は
、

な
青
少
年
」

鱗も男蟹

と
い
う
気
合
が
寒
中
の
武
道
練
習
場
い
っ
ぱ
い
に
ひ
び
き

　
　
　
　
　
　
　
　
の
寒
げ
い
こ
。

　
　
　
　
　
　
　
　
猛
げ
い
こ
で
寒
さ
を
ふ
っ
と
ば
し

　
ご
の
剣
士
た
ち
の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
関
口
文
二
郎

　
　
　
剣
道
を
と
お
し
て
「
礼
儀
正
し
く
．
明
る
く
元
気

を
育
成
し
た
い
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
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、
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癖
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、

蓼
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聾
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ぞ
　
肇
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．
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オ
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筆
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㍗
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阿
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．
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藻
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・
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，
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灘

　
　
　
　
　
　
噸

ー
贈
撫
ぐ

　
　
梅
’
即
、

　
竪
　
、
概
　
　
肱

　
・
も
辮
愚
弱

　
　
　
騰
、
凝
麟

　
　
髄
　
摯
　
蕪
～
『
．

　
　
　
ガ
　
ゆ

竃
縫
蘇
、
麟

　
　
　
　
』
質
γ
、

㌧

　
顎熱
粛
叢
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鳩
蒔
噸
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縫
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轟
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灘
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市議会
第1回定例会繋5畠欝

報
総
額
34
億
7
干
万
円

　
　
市
総
合
計
画
重
点
の
建
設
予
算

欝
灘
蕪
難
輕
議
榊
澱

昭
和
四
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算

は
、
教
育
文
化
の

向
上
、
道
路
交
通

の
整
備
、
福
祉
行

政
の
推
進
を
＝
、
本

の
基
本
的
施
策
と
し
て
、
さ
ら
に
長

年
市
民
の
要
望
．
の
強
か
っ
た
公
共
下

水
道
へ
の
具
体
的
着
手
と
懸
案
の
十

日
町
公
園
造
成
工
事
等
の
生
活
関
連

施
設
づ
く
り
に
着
手
。
苗
場
山
麓
開

発
事
業
と
　
も
に
当
市
の
重
点
事
業

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
場
合
、
物

　
　
　
　
　
　
　
価
の
早
急
な
安
定

　
　
　
　
　
　
　
を
期
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
総
需
要
抑
制
に
最

　
　
　
　
　
　
　
大
限
の
努
力
を
払

　
　
　
　
　
　
　
い
、
極
力
投
資
的

ー
市
議
会
の
審
議
風
景
ー

経
費
の
伸
び
を
抑
え
て
い
ま
す
が
、

当
市
の
場
合
、
道
路
の
改
良
舗
装
、

そ
の
他
の
施
設
水
準
は
比
較
的
低
位

に
あ
り
、
ま
た
市
民
の
生
活
関
連
施

設
事
業
の
要
望
が
年
々
増
加
し
て
い

る
現
状
か
ら
昭
和
四
十
九
年
度
の
予

算
編
成
は
国
の
経
済
見
通
し
、
予
算

案
、
財
政
計
画
か
ど
を
十
分
勘
案
し

な
が
ら
一
般
経
常
経
費
を
で
き
る
だ

け
抑
制
し
、
市
総
合
計
画
（
実
施
計

画
）
に
予
定
さ
れ
た
建
設
的
事
業
の

実
現
を
第
一
義
と
し
て
、
新
年
度
予

算
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

三
十
四
億
七
千
九
十
万
円
と
、
前
年

度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
九
・
二
％
増

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
予
算

の
な
か
に
は
（
仮
称
）
西
小
学
校
の

用
地
買
収
費
三
億
四
千
五
十
万
円
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
除
く
と
二

十
二
・
三
％
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
は
、
六

億
七
千
八
百
七
十
八
万
千
円
で
二
十

六
・
三
％
の
増
、
同
診
療
施
詔
勘
定

は
二
千
八
百
三
万
六
千
円
で
五
・
五

％
の
増
、
簡
易
水
道
は
七
千
三
百
五

十
四
万
五
千
円
と
五
十
五
・
一
％
の

増
と
な
り
ま
す
．

教
育
施
設
と
福
祉
施
策
の
充
実
が
重
点

　
歳
出
の
主
な
内
駅

　
歳
出
の
主
な
内
訳
を
み
ま
す
と
、

別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
六
億
四
千

六
百
二
十
三
万
円
と
歳
出
総
額
の
十

八
・
六
％
で
歳
出
の
ト
ッ
プ
に
た
ち

ま
し
た
．
こ
れ
は
、
　
（
仮
称
）
西
小

学
校
建
設
工
事
、
小
中
学
校
々
舎
等

防
災
施
設
費
、
プ
ー
ル
工
事
、
市
営

グ
ラ
ウ
ソ
ド
照
明
工
事
、
十
日
町
中

学
校
屋
体
改
築
工
事
、
移
動
図
書
館

（
自
動
車
）
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。
つ
ぎ
に
民
生
費
が
六
億
四
千
六

百
十
七
万
円
と
歳
出
の
十
八
・
六
％

土
地
開
発
基
金
を
活
用
し

　
歳
入
の
主
な

　
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳

入
面
を
み
ま
す

と
、
別
表
の
よ
う

に
市
税
は
テ
億
三

千
七
百
八
十
一
万

円
と
前
年
に
く
ら

べ
二
十
二
・
九
％

の
増
、
歳
入
総
額

公
共
用
地
な
ど
先
行
投
資

の
二
十
九
・
九
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
九
億
九
千
百
万

円
で
前
年
に
く
ら
べ
三
十
二
・
一
％

増
加
し
、
歳
入
総
額
の
二
十
八
・
六

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
、
県
支
出
金
は
六
億
六
千
五
百

五
十
三
万
円
で
歳
入
全
体
の
十
九
・

二
％
を
し
め
、
そ
の
ほ
か
諸
収
入
二

億
四
千
二
万
円
、
市
債
二
億
千
七
百

八
＋
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の
計
上
を

行
な
い
、
一
般
経
常
事
務
費
は
極
力

抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、
民
生
関
係

教
育
関
係
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
．
ま

た
、
道
路
や
公
共
下
水
道
等
の
用
地

物
件
の
先
行
取
得
を
は
か
る
た
め
、

土
地
開
発
基
金
な
ど
を
活
用
し
て
、

重
点
的
に
用
地
物
件
の
先
行
取
得
を

は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

を
し
め
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
老
人

や
身
障
者
対
策
を
重
点
に
老
人
福
祉

関
係
一
億
三
千
五
百
九
十
八
万
円
、

身
体
障
害
者
福
祉
費
は
千
九
百
六
十

九
万
円
と
前
年
に
く
ら
ぺ
て
一
九
一

・
四
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
児
童
福
祉
費
や
生
活

保
護
費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
な
ど
に

着
手

　
土
木
費
は
、
五
億
九
千
百
七
十
二

万
円
で
、
歳
出
総
額
の
十
七
％
を
し

め
、
市
道
の
改
良
舗
装
や
雪
害
対
策

費
、
都
市
計
画
費
関
係
な
ど
が
、
そ

の
主
な
も
の
で
す
が
、
特
に
こ
と
し

か
ら
公
共
下
水
道
事
業
や
十
日
町
公

園
の
造
成
に
具
体
的
着
手
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
総
務
費
関
係
で
は
、
交
通
安
全
関

係
施
設
や
駐
車
場
対
策
と
し
て
、

新
た
に
駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
金
制

度
の
新
設
、
二
十
周
年
記
念
事
業
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
川
西
町
と
共

同
で
行
な
う
ご
み
焼
却
炉
増
設
工
事

（
二
年
目
）
や
へ
き
地
医
療
対
策
費

な
ど
で
す
。

苗
場
山
麓
開
発
に
努
力

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
麓
開

発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
五
百
六
万

七
千
円
。
こ
れ
は
前
年
比
五
百
六
十

九
万
円
の
増
そ
の
他
土
地
改
良
事
業

補
助
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
補
助
、

国
土
調
査
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
林
業
振
輿
の
た
め
、
林
道

開
設
、
改
良
工
事
費
と
し
て
五
千
三

百
八
十
一
万
六
千
円
計
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
年
に
く
ら
べ
二
二
八

・
五
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
．

こ
の
ほ
か
二
十
周
年
記
念
植
樹
な
ど

の
予
算
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
．

産
地
構
改
事
業
費
は
三
倍
に

　
商
工
費
関
係
で
は
．
産
地
宣
伝
事

業
補
助
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ソ
開
発

負
担
金
、
新
規
に
消
費
者
行
政
推
進

活
動
費
、
フ
ラ
ワ
：
ボ
ッ
ク
ス
管
理

協
議
会
補
助
、
専
門
店
会
記
念
事
業

補
助
な
ど
で
す
が
、
特
に
産
地
構
造

改
善
事
業
補
助
と
し
て
、
三
百
六
十

六
万
円
計
上
。
こ
れ
は
前
年
の
百
八

万
円
に
対
し
三
倍
以
上
の
伸
ひ
を
し

め
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
関
係

の
負
担
金
と
し
て
、
広
域
事
務
組
合

一
億
八
千
二
百
十
七
万
七
千
円
、
衛

生
施
設
組
合
四
千
七
百
二
十
二
万
八

千
円
な
ど
で
す
が
、
広
域
消
防
関
係

で
は
消
防
庁
舎
麹
設
（
二
年
目
）
が

主
な
も
の
で
す
．
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昭
和
4
9
年
度
ロ
般
会
計
予
算
案
な
ど

ー
第
一
回
市
議
会
定
例
会
ー

　
第
一
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

三
月
七
日
か
ら
開
か
れ
、
現
在
審
議

中
で
す
が
、
こ
の
市
議
会
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
お
も
な
議
案
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
呼
び
名
を
予

算
議
会
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
四
十
九

年
度
一
般
会
計
干
算
案
及
び
特
別
会

計
予
算
案
の
審
議
が
そ
の
中
心
を
な

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
十
日
町
地
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
の
設
置
、
市

政
事
務
嘱
託
員
設
置
条
例
の
一
部
改

正
、
十
日
町
市
印
鑑
条
例
の
全
部
改

正
、
十
日
町
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正
、
十
日
町
市
妊
産
婦
及

び
乳
児
の
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正
、
十
目
町
市
国
民
保
険
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
で
す
。

　
十
日
町
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

i
協
議
会
の
設
置
は
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
に
必
要
な
視
聴
覚
機
器
、

教
材
の
保
有
と
利
用
を
行
な
う
た

め
、
十
日
町
市
の
ほ
か
川
西
町
、
津

南
町
、
中
里
村
が
共
同
で
協
議
会
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
総

額
七
百
二
十
万
円
、
う
ち
十
日
町
市

負
担
分
は
二
百
三
万
二
千
円
。
協
議

会
事
務
局
は
十
日
町
市
教
育
委
員
会

事
務
局
内
に
お
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
支
給
条
例
の
一
部
改
正
は
敬
老

祝
金
の
七
十
歳
以
上
年
額
二
千
円
を

三
千
円
に
八
十
歳
以
上
年
額
三
千
円

を
四
千
円
に
九
十
歳
以
上
年
額
四
千

円
を
五
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
た
め
の
改
正
案
で
す
。

　
十
日
町
市
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
は
、
妊

産
婦
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
妊
産
婦

の
す
べ
て
を
医
療
費
の
助
成
対
象
と

す
る
た
め
の
一
部
改
正
案
で
す
。

十
日
町
市
国
保
条
例
の
一
部
改
正
は

助
産
費
一
万
円
を
二
万
円
に
葬
祭
費

五
千
円
を
一
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
て
支
給
す
る
た
め
の
一
部
改
正

案
で
す
。

記
念
植
樹
や
市
民
憲
章
制
定
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
御
魂
年
触
聡
審
議
会
が
市
長
に
答
申

　
こ
と
し
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
制
施
行
二
十
周
年
記

念
行
事
計
画
審
議
会
（
片
賢
吉
会

長
）
で
は
、
記
念
事
業
や
行
事
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
市
の
将
来
に
役
立
つ
記
念
植
樹
や

十
日
町
公
園
建
設
、
市
史
編
纂
な
ど

記
念
事
業
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
い
た
計

画
案
を
ま
と
め
去
る
二
月
一
日
市
長

に
答
申
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
案
を
も
と
に

し
て
具
体
的
な
事
業
計
画
や
行
事
計

画
づ
く
り
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
市

民
総
参
加
の
記
念
行
事
等
と
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

盈おゴ『詐，お（3）

　
市
で
は
水
需
要
の
実
態
と
将
来
の

水
需
給
の
見
通
し
を
た
て
た
「
水
需

圃地下水に全量依存は危険

　　水需要量調査報告まとまる

要
量
調
査
報
告

書
」
を
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
水

資
源
は
、
年
間
降

水
量
が
約
五
億
五

千
万
立
方
矧
と
全

国
平
均
の
約
二
倍

を
し
め
て
い
な
が

ら
、
地
形
が
悪
く

嬬識

ま
た
流
出
が
融
雪
や
梅
雨
期
に
集
中

す
る
た
め
利
用
に
適
さ
ず
、
ほ
と
ん

ど
地
ト
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
地
下
水
の
揚
水
量
は
年
間
二

千
一
、
百
万
立
方
層
に
も
達
し
て
お

り
、
最
近
地
下
水
位
の
低
下
や
井
戸

相
互
の
干
渉
な
ど
の
問
題
が
で
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
水
需
要
の
将
来
の
需
給
見
通

し
は
、
昭
和
六
十
年
に
は
二
億
七
千

五
百
万
立
方
層
と
昭
和
四
十
六
年
の

一
億
二
千
四
百
万
立
方
麿
に
比
べ
約

　
　
喚
篭

痴
．
漣

　
　
5
腸
く

案
清
津
川
多
目
的

流
b
ダ
ム
位
置
図

以ダ津清

㌔
騨
■

　．
～
身

　
　
導

’　清津川PS
N　　16，000kw

‡

二
・
二
倍
増
加
す

る
も
の
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
需
要
が

増
え
る
一
億
四
千

六
百
万
立
方
㌶
の

う
ち
、
地
下
水
に

期
待
す
る
量
は
二

千
九
百
万
立
方
朝

で
、
残
り
の
八
十
％
は
河
川
に
依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
．
さ

ら
に
、
水
需
給
の
ひ
っ
ば
く
は
、
市

将
来
の
発
展
の
制
約
要
因
と
な
る
お

そ
れ
が
で
て
き
て
い
る
と
分
析
し
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

昭和60年における水需給の見通し〔年間縫、鞭紺

要　　　種別
　素

生活用水 工業
用水

農’業

用水
流消雪用水

合計上水道 その他 流雪溝 鱈パ｛ブ 淋道路

河川依存量 一 一 　
94．19 7，776

一
18，942 120，911

地下水依存量 3，139 1，411 3，342 『 一 44，161 一 52，0尉

内訳

上水道依存 3，139 一 励 一 一 『 一 ．3，399

浅井戸依存 『 957 『 一 一 一 一 957

深井戸依存 一 454 3，082 『 一
44，161

一
47，697

小規模ため池依存量
一 一 一 2．24 一 一 一 2，242

瀬事川多目的ダム依存量 13，564
『
15，999 33，635 B，271

・r

8，680 11，050 96，199

合　　計 16，703 1，411 19，341 130．07 21，047 52，841 29，992 271，405

　
①
市
街
地
区
で
は
、
生
活
用
水
、

工
業
用
水
、
消
雪
バ
イ
プ
用
水
の
全

量
を
地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
が
、

す
で
に
適
正
揚
水
量
の
限
界
を
超
え

て
お
り
、
地
下
水
汲
み
上
げ
困
難
と

い
う
万
一
の
事
態
に
備
え
，
地
下
水

汲
み
上
げ
量
の
規
制
、
地
表
水
へ
の

転
換
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　
②
降
水
量
は
多
い
が
、
容
易
に
水

資
源
と
し
て
利
用
で
き
な
い
「
水
欠

地
域
」
な
の
で
、
将
来
の
新
規
需

要
量
の
う
ち
お
よ
そ
九
千
万
立
方
層

を
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ダ
ム
の
早
期
建
設

運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
③
「
水
は
タ
ダ
同
然
」
で
は
な
く

容
易
に
手
に
入
ら
な
い
も
の
高
く
つ

く
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

貴
重
な
水
資
源
に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
理
解
が
特
に
必
要
で
す
。

　
2
0
周
年
記
念
行
事
等

　
の
計
画

　
記
念
事
糞
計
口
の
内
容
は
、
①
記

念
植
樹
②
十
日
町
公
園
の
着
手
③
市

民
憲
章
の
制
定
④
市
史
編
纂
の
着
手

⑤
記
念
誌
の
発
行
⑥
自
動
車
文
庫
の

設
置
⑦
民
俗
資
料
館
の
設
置
、
の
七

項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
行
事
計
画
の
内
容
は
、
①
市

民
体
育
大
会
②
記
念
式
典
③
市
民
ほ

う
賞
④
協
賛
行
事
の
四
項
目
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
植
樹
は
、
市
の
木
「
き
り
」

市
の
花
「
山
つ
X
じ
」
の
普
及
を
は

か
る
た
め
、
き
り
苗
木
六
千
本
、
山

つ
X
U
の
苗
木
三
千
本
を
用
意
、
市

民
の
要
望
に
応
じ
て
ど
ち
ら
か
一
本

を
家
庭
に
無
償
配
布
。
ま
た
モ
デ
ル

き
り
畑
の
造
成
や
、
市
推
奨
の
木

「
杉
」
七
千
五
百
本
の
苗
木
を
八
箇

南
沢
団
地
に
植
え
、
併
せ
て
市
有
林

の
管
理
育
成
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を

表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
ま

た
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
十
日

町
公
園
に
葺
手
、
初
年
度
は
桜
ガ
丘

公
園
二
・
七
診
の
整
地
と
造
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
憲
章
の
制
定
は
、
市
民
の
郷

土
愛
と
連
帯
意
識
を
高
め
、
市
と
し

て
の
ピ
ジ
コ
ソ
を
高
め
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
で
市
民
各
層
の
代
表
で

構
成
す
る
制
定
委
員
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
五
か

年
計
画
で
市
史
の
編
纂
に
着
手
。
そ

の
ほ
か
「
市
政
20
年
の
あ
ゆ
み
」
を

発
行
、
各
世
帯
に
配
布
．
文
化
的
な

面
と
し
て
は
、
各
地
区
巡
回
の
自
動

車
文
庫
と
民
俗
資
料
館
の
設
置
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
事
計
画
と
し
て
は
、
八
月
上
旬

全
市
民
対
象
の
市
民
体
育
大
会
、
十

月
中
旬
頃
記
念
式
典
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
の
席
上
、
善
行
の
あ
っ
た
市

民
の
ほ
う
賞
と
市
民
憲
章
を
発
表
。

そ
の
ほ
か
市
民
ほ
う
賞
委
員
会
の
設

置
や
小
唄
ま
つ
り
、
農
業
祭
等
の
各

種
協
賛
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

　
四
月
十
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

　
で
　
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
、
専
用
住

宅
等
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
二
百
平

方
厨
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
税
金
を

二
分
の
一
に
軽
減
す
る
と
い
う
法
改

正
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
こ

で
こ
の
算
定
作
業
の
た
め
、
毎
年
三

月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
行
な

っ
て
お
り
ま
し
た
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
を
今
年
に
限
り
四
月

十
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
に
変
更

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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報
総
額
34
億
7
干
万
円

　
　
市
総
合
計
画
重
点
の
建
設
予
算

欝
灘
蕪
難
輕
議
榊
澱

昭
和
四
十
九
年

度
一
般
会
計
予
算

は
、
教
育
文
化
の

向
上
、
道
路
交
通

の
整
備
、
福
祉
行

政
の
推
進
を
＝
、
本

の
基
本
的
施
策
と
し
て
、
さ
ら
に
長

年
市
民
の
要
望
．
の
強
か
っ
た
公
共
下

水
道
へ
の
具
体
的
着
手
と
懸
案
の
十

日
町
公
園
造
成
工
事
等
の
生
活
関
連

施
設
づ
く
り
に
着
手
。
苗
場
山
麓
開

発
事
業
と
　
も
に
当
市
の
重
点
事
業

　
　
　
　
　
　
　
と
し
て
積
極
的
に

　
　
　
　
　
　
　
推
進
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
国
の
場
合
、
物

　
　
　
　
　
　
　
価
の
早
急
な
安
定

　
　
　
　
　
　
　
を
期
す
る
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
総
需
要
抑
制
に
最

　
　
　
　
　
　
　
大
限
の
努
力
を
払

　
　
　
　
　
　
　
い
、
極
力
投
資
的

ー
市
議
会
の
審
議
風
景
ー

経
費
の
伸
び
を
抑
え
て
い
ま
す
が
、

当
市
の
場
合
、
道
路
の
改
良
舗
装
、

そ
の
他
の
施
設
水
準
は
比
較
的
低
位

に
あ
り
、
ま
た
市
民
の
生
活
関
連
施

設
事
業
の
要
望
が
年
々
増
加
し
て
い

る
現
状
か
ら
昭
和
四
十
九
年
度
の
予

算
編
成
は
国
の
経
済
見
通
し
、
予
算

案
、
財
政
計
画
か
ど
を
十
分
勘
案
し

な
が
ら
一
般
経
常
経
費
を
で
き
る
だ

け
抑
制
し
、
市
総
合
計
画
（
実
施
計

画
）
に
予
定
さ
れ
た
建
設
的
事
業
の

実
現
を
第
一
義
と
し
て
、
新
年
度
予

算
案
を
作
成
し
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
歳
入
歳
出
予
算
総
額
は

三
十
四
億
七
千
九
十
万
円
と
、
前
年

度
当
初
予
算
に
く
ら
べ
九
・
二
％
増

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
昭
和
四
十
八
年
度
予
算

の
な
か
に
は
（
仮
称
）
西
小
学
校
の

用
地
買
収
費
三
億
四
千
五
十
万
円
が

含
ま
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
除
く
と
二

十
二
・
三
％
の
伸
び
と
な
り
ま
す
。

　
国
民
健
康
保
険
事
業
勘
定
は
、
六

億
七
千
八
百
七
十
八
万
千
円
で
二
十

六
・
三
％
の
増
、
同
診
療
施
詔
勘
定

は
二
千
八
百
三
万
六
千
円
で
五
・
五

％
の
増
、
簡
易
水
道
は
七
千
三
百
五

十
四
万
五
千
円
と
五
十
五
・
一
％
の

増
と
な
り
ま
す
．

教
育
施
設
と
福
祉
施
策
の
充
実
が
重
点

　
歳
出
の
主
な
内
駅

　
歳
出
の
主
な
内
訳
を
み
ま
す
と
、

別
表
の
よ
う
に
教
育
費
が
六
億
四
千

六
百
二
十
三
万
円
と
歳
出
総
額
の
十

八
・
六
％
で
歳
出
の
ト
ッ
プ
に
た
ち

ま
し
た
．
こ
れ
は
、
　
（
仮
称
）
西
小

学
校
建
設
工
事
、
小
中
学
校
々
舎
等

防
災
施
設
費
、
プ
ー
ル
工
事
、
市
営

グ
ラ
ウ
ソ
ド
照
明
工
事
、
十
日
町
中

学
校
屋
体
改
築
工
事
、
移
動
図
書
館

（
自
動
車
）
な
ど
が
主
な
も
の
で

す
。
つ
ぎ
に
民
生
費
が
六
億
四
千
六

百
十
七
万
円
と
歳
出
の
十
八
・
六
％

土
地
開
発
基
金
を
活
用
し

　
歳
入
の
主
な

　
内
訳

　
一
般
会
計
の
歳

入
面
を
み
ま
す

と
、
別
表
の
よ
う

に
市
税
は
テ
億
三

千
七
百
八
十
一
万

円
と
前
年
に
く
ら

べ
二
十
二
・
九
％

の
増
、
歳
入
総
額

公
共
用
地
な
ど
先
行
投
資

の
二
十
九
・
九
％
を
し
め
て
い
ま

す
。
地
方
交
付
税
は
九
億
九
千
百
万

円
で
前
年
に
く
ら
べ
三
十
二
・
一
％

増
加
し
、
歳
入
総
額
の
二
十
八
・
六

％
と
な
り
ま
し
た
。

　
国
、
県
支
出
金
は
六
億
六
千
五
百

五
十
三
万
円
で
歳
入
全
体
の
十
九
・

二
％
を
し
め
、
そ
の
ほ
か
諸
収
入
二

億
四
千
二
万
円
、
市
債
二
億
千
七
百

八
＋
万
円
等
と
な
っ
て
い
ま
す
。
歳

入
面
で
は
、
目
い
っ
ば
い
の
計
上
を

行
な
い
、
一
般
経
常
事
務
費
は
極
力

抑
制
し
、
建
設
的
投
資
、
民
生
関
係

教
育
関
係
に
ふ
り
む
け
ま
し
た
．
ま

た
、
道
路
や
公
共
下
水
道
等
の
用
地

物
件
の
先
行
取
得
を
は
か
る
た
め
、

土
地
開
発
基
金
な
ど
を
活
用
し
て
、

重
点
的
に
用
地
物
件
の
先
行
取
得
を

は
か
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

を
し
め
て
い
ま
す
．
こ
れ
は
、
老
人

や
身
障
者
対
策
を
重
点
に
老
人
福
祉

関
係
一
億
三
千
五
百
九
十
八
万
円
、

身
体
障
害
者
福
祉
費
は
千
九
百
六
十

九
万
円
と
前
年
に
く
ら
ぺ
て
一
九
一

・
四
％
の
大
幅
増
と
な
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
ほ
か
児
童
福
祉
費
や
生
活

保
護
費
な
ど
が
主
な
も
の
で
す
。

下
水
道
事
業
な
ど
に

着
手

　
土
木
費
は
、
五
億
九
千
百
七
十
二

万
円
で
、
歳
出
総
額
の
十
七
％
を
し

め
、
市
道
の
改
良
舗
装
や
雪
害
対
策

費
、
都
市
計
画
費
関
係
な
ど
が
、
そ

の
主
な
も
の
で
す
が
、
特
に
こ
と
し

か
ら
公
共
下
水
道
事
業
や
十
日
町
公

園
の
造
成
に
具
体
的
着
手
す
る
た
め

の
予
算
を
計
上
し
ま
し
た
。

　
総
務
費
関
係
で
は
、
交
通
安
全
関

係
施
設
や
駐
車
場
対
策
と
し
て
、

新
た
に
駐
車
場
設
置
資
金
貸
付
金
制

度
の
新
設
、
二
十
周
年
記
念
事
業
等

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
衛
生
費
関
係
で
は
、
川
西
町
と
共

同
で
行
な
う
ご
み
焼
却
炉
増
設
工
事

（
二
年
目
）
や
へ
き
地
医
療
対
策
費

な
ど
で
す
。

苗
場
山
麓
開
発
に
努
力

　
農
林
水
産
業
費
は
、
苗
場
山
麓
開

発
推
進
事
業
と
し
て
、
千
五
百
六
万

七
千
円
。
こ
れ
は
前
年
比
五
百
六
十

九
万
円
の
増
そ
の
他
土
地
改
良
事
業

補
助
、
土
地
基
盤
整
備
事
業
補
助
、

国
土
調
査
費
な
ど
と
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
林
業
振
輿
の
た
め
、
林
道

開
設
、
改
良
工
事
費
と
し
て
五
千
三

百
八
十
一
万
六
千
円
計
上
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
前
年
に
く
ら
べ
二
二
八

・
五
％
と
大
幅
に
伸
び
て
い
ま
す
．

こ
の
ほ
か
二
十
周
年
記
念
植
樹
な
ど

の
予
算
が
盛
ら
れ
て
い
ま
す
．

産
地
構
改
事
業
費
は
三
倍
に

　
商
工
費
関
係
で
は
．
産
地
宣
伝
事

業
補
助
、
魚
沼
ス
カ
イ
ラ
イ
ソ
開
発

負
担
金
、
新
規
に
消
費
者
行
政
推
進

活
動
費
、
フ
ラ
ワ
：
ボ
ッ
ク
ス
管
理

協
議
会
補
助
、
専
門
店
会
記
念
事
業

補
助
な
ど
で
す
が
、
特
に
産
地
構
造

改
善
事
業
補
助
と
し
て
、
三
百
六
十

六
万
円
計
上
。
こ
れ
は
前
年
の
百
八

万
円
に
対
し
三
倍
以
上
の
伸
ひ
を
し

め
し
ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
一
部
事
務
組
合
関
係

の
負
担
金
と
し
て
、
広
域
事
務
組
合

一
億
八
千
二
百
十
七
万
七
千
円
、
衛

生
施
設
組
合
四
千
七
百
二
十
二
万
八

千
円
な
ど
で
す
が
、
広
域
消
防
関
係

で
は
消
防
庁
舎
麹
設
（
二
年
目
）
が

主
な
も
の
で
す
．
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昭
和
4
9
年
度
ロ
般
会
計
予
算
案
な
ど

ー
第
一
回
市
議
会
定
例
会
ー

　
第
一
回
市
議
会
定
例
会
は
、
去
る

三
月
七
日
か
ら
開
か
れ
、
現
在
審
議

中
で
す
が
、
こ
の
市
議
会
定
例
会
に

提
案
さ
れ
た
お
も
な
議
案
は
つ
ぎ
の

と
お
り
で
す
。

　
今
回
の
定
例
会
は
、
呼
び
名
を
予

算
議
会
と
も
い
わ
れ
、
昭
和
四
十
九

年
度
一
般
会
計
干
算
案
及
び
特
別
会

計
予
算
案
の
審
議
が
そ
の
中
心
を
な

し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
ほ
か
、
十
日
町
地
域
視
聴
覚

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会
の
設
置
、
市

政
事
務
嘱
託
員
設
置
条
例
の
一
部
改

正
、
十
日
町
市
印
鑑
条
例
の
全
部
改

正
、
十
日
町
市
敬
老
祝
金
支
給
条
例

の
一
部
改
正
、
十
日
町
市
妊
産
婦
及

び
乳
児
の
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部

改
正
、
十
目
町
市
国
民
保
険
条
例
の

一
部
改
正
な
ど
で
す
。

　
十
日
町
地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ

i
協
議
会
の
設
置
は
、
学
校
教
育
や

社
会
教
育
に
必
要
な
視
聴
覚
機
器
、

教
材
の
保
有
と
利
用
を
行
な
う
た

め
、
十
日
町
市
の
ほ
か
川
西
町
、
津

南
町
、
中
里
村
が
共
同
で
協
議
会
を

設
置
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
総

額
七
百
二
十
万
円
、
う
ち
十
日
町
市

負
担
分
は
二
百
三
万
二
千
円
。
協
議

会
事
務
局
は
十
日
町
市
教
育
委
員
会

事
務
局
内
に
お
く
こ
と
に
な
り
ま

す
。
支
給
条
例
の
一
部
改
正
は
敬
老

祝
金
の
七
十
歳
以
上
年
額
二
千
円
を

三
千
円
に
八
十
歳
以
上
年
額
三
千
円

を
四
千
円
に
九
十
歳
以
上
年
額
四
千

円
を
五
千
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き
上
げ

る
た
め
の
改
正
案
で
す
。

　
十
日
町
市
妊
産
婦
及
び
乳
児
の
医

療
費
助
成
条
例
の
一
部
改
正
は
、
妊

産
婦
の
所
得
制
限
を
撤
廃
し
妊
産
婦

の
す
べ
て
を
医
療
費
の
助
成
対
象
と

す
る
た
め
の
一
部
改
正
案
で
す
。

十
日
町
市
国
保
条
例
の
一
部
改
正
は

助
産
費
一
万
円
を
二
万
円
に
葬
祭
費

五
千
円
を
一
万
円
に
そ
れ
ぞ
れ
引
き

上
げ
て
支
給
す
る
た
め
の
一
部
改
正

案
で
す
。

記
念
植
樹
や
市
民
憲
章
制
定
な
ど

　
　
　
　
　
　
　
　
御
魂
年
触
聡
審
議
会
が
市
長
に
答
申

　
こ
と
し
は
、
市
制
施
行
二
十
周
年

の
記
念
す
べ
き
年
に
あ
た
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
市
制
施
行
二
十
周
年
記

念
行
事
計
画
審
議
会
（
片
賢
吉
会

長
）
で
は
、
記
念
事
業
や
行
事
の
策

定
を
進
め
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
ほ

ど
市
の
将
来
に
役
立
つ
記
念
植
樹
や

十
日
町
公
園
建
設
、
市
史
編
纂
な
ど

記
念
事
業
に
ウ
エ
ー
ト
を
置
い
た
計

画
案
を
ま
と
め
去
る
二
月
一
日
市
長

に
答
申
し
ま
し
た
。

　
市
で
は
、
こ
の
答
申
案
を
も
と
に

し
て
具
体
的
な
事
業
計
画
や
行
事
計

画
づ
く
り
を
急
い
で
い
ま
す
が
、
市

民
総
参
加
の
記
念
行
事
等
と
す
る
た

め
、
み
な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

盈おゴ『詐，お（3）

　
市
で
は
水
需
要
の
実
態
と
将
来
の

水
需
給
の
見
通
し
を
た
て
た
「
水
需

圃地下水に全量依存は危険

　　水需要量調査報告まとまる

要
量
調
査
報
告

書
」
を
こ
の
ほ
ど

ま
と
め
ま
し
た
。

　
十
日
町
市
の
水

資
源
は
、
年
間
降

水
量
が
約
五
億
五

千
万
立
方
矧
と
全

国
平
均
の
約
二
倍

を
し
め
て
い
な
が

ら
、
地
形
が
悪
く

嬬識

ま
た
流
出
が
融
雪
や
梅
雨
期
に
集
中

す
る
た
め
利
用
に
適
さ
ず
、
ほ
と
ん

ど
地
ト
水
を
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
特
に
地
下
水
の
揚
水
量
は
年
間
二

千
一
、
百
万
立
方
層
に
も
達
し
て
お

り
、
最
近
地
下
水
位
の
低
下
や
井
戸

相
互
の
干
渉
な
ど
の
問
題
が
で
て
き

て
い
ま
す
。

　
ま
た
水
需
要
の
将
来
の
需
給
見
通

し
は
、
昭
和
六
十
年
に
は
二
億
七
千

五
百
万
立
方
層
と
昭
和
四
十
六
年
の

一
億
二
千
四
百
万
立
方
麿
に
比
べ
約

　
　
喚
篭

痴
．
漣

　
　
5
腸
く

案
清
津
川
多
目
的

流
b
ダ
ム
位
置
図

以ダ津清

㌔
騨
■

　．
～
身

　
　
導

’　清津川PS
N　　16，000kw

‡

二
・
二
倍
増
加
す

る
も
の
と
予
測
し

て
い
ま
す
。

　
新
た
に
需
要
が

増
え
る
一
億
四
千

六
百
万
立
方
㌶
の

う
ち
、
地
下
水
に

期
待
す
る
量
は
二

千
九
百
万
立
方
朝

で
、
残
り
の
八
十
％
は
河
川
に
依
存

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
指
摘
．
さ

ら
に
、
水
需
給
の
ひ
っ
ば
く
は
、
市

将
来
の
発
展
の
制
約
要
因
と
な
る
お

そ
れ
が
で
て
き
て
い
る
と
分
析
し
、

つ
ぎ
の
こ
と
を
強
調
し
て
い
ま
す
。

昭和60年における水需給の見通し〔年間縫、鞭紺

要　　　種別
　素

生活用水 工業
用水

農’業

用水
流消雪用水

合計上水道 その他 流雪溝 鱈パ｛ブ 淋道路

河川依存量 一 一 　
94．19 7，776

一
18，942 120，911

地下水依存量 3，139 1，411 3，342 『 一 44，161 一 52，0尉

内訳

上水道依存 3，139 一 励 一 一 『 一 ．3，399

浅井戸依存 『 957 『 一 一 一 一 957

深井戸依存 一 454 3，082 『 一
44，161

一
47，697

小規模ため池依存量
一 一 一 2．24 一 一 一 2，242

瀬事川多目的ダム依存量 13，564
『
15，999 33，635 B，271

・r

8，680 11，050 96，199

合　　計 16，703 1，411 19，341 130．07 21，047 52，841 29，992 271，405

　
①
市
街
地
区
で
は
、
生
活
用
水
、

工
業
用
水
、
消
雪
バ
イ
プ
用
水
の
全

量
を
地
下
水
に
依
存
し
て
い
る
が
、

す
で
に
適
正
揚
水
量
の
限
界
を
超
え

て
お
り
、
地
下
水
汲
み
上
げ
困
難
と

い
う
万
一
の
事
態
に
備
え
，
地
下
水

汲
み
上
げ
量
の
規
制
、
地
表
水
へ
の

転
換
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　
②
降
水
量
は
多
い
が
、
容
易
に
水

資
源
と
し
て
利
用
で
き
な
い
「
水
欠

地
域
」
な
の
で
、
将
来
の
新
規
需

要
量
の
う
ち
お
よ
そ
九
千
万
立
方
層

を
清
津
川
多
目
的
ダ
ム
に
依
存
し
な

け
れ
ば
な
ら
ず
、
ダ
ム
の
早
期
建
設

運
動
を
強
力
に
展
開
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
③
「
水
は
タ
ダ
同
然
」
で
は
な
く

容
易
に
手
に
入
ら
な
い
も
の
高
く
つ

く
も
の
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
、

貴
重
な
水
資
源
に
つ
い
て
市
民
の
み

な
さ
ん
の
理
解
が
特
に
必
要
で
す
。

　
2
0
周
年
記
念
行
事
等

　
の
計
画

　
記
念
事
糞
計
口
の
内
容
は
、
①
記

念
植
樹
②
十
日
町
公
園
の
着
手
③
市

民
憲
章
の
制
定
④
市
史
編
纂
の
着
手

⑤
記
念
誌
の
発
行
⑥
自
動
車
文
庫
の

設
置
⑦
民
俗
資
料
館
の
設
置
、
の
七

項
目
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
行
事
計
画
の
内
容
は
、
①
市

民
体
育
大
会
②
記
念
式
典
③
市
民
ほ

う
賞
④
協
賛
行
事
の
四
項
目
か
ら
な

っ
て
い
ま
す
。

　
記
念
植
樹
は
、
市
の
木
「
き
り
」

市
の
花
「
山
つ
X
じ
」
の
普
及
を
は

か
る
た
め
、
き
り
苗
木
六
千
本
、
山

つ
X
U
の
苗
木
三
千
本
を
用
意
、
市

民
の
要
望
に
応
じ
て
ど
ち
ら
か
一
本

を
家
庭
に
無
償
配
布
。
ま
た
モ
デ
ル

き
り
畑
の
造
成
や
、
市
推
奨
の
木

「
杉
」
七
千
五
百
本
の
苗
木
を
八
箇

南
沢
団
地
に
植
え
、
併
せ
て
市
有
林

の
管
理
育
成
に
功
績
の
あ
っ
た
人
を

表
彰
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
．
ま

た
市
民
の
憩
い
の
場
と
し
て
の
十
日

町
公
園
に
葺
手
、
初
年
度
は
桜
ガ
丘

公
園
二
・
七
診
の
整
地
と
造
成
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
憲
章
の
制
定
は
、
市
民
の
郷

土
愛
と
連
帯
意
識
を
高
め
、
市
と
し

て
の
ピ
ジ
コ
ソ
を
高
め
る
た
め
に
制

定
す
る
も
の
で
市
民
各
層
の
代
表
で

構
成
す
る
制
定
委
員
会
で
審
議
さ
れ

ま
す
。
さ
ら
に
、
今
年
度
か
ら
五
か

年
計
画
で
市
史
の
編
纂
に
着
手
。
そ

の
ほ
か
「
市
政
20
年
の
あ
ゆ
み
」
を

発
行
、
各
世
帯
に
配
布
．
文
化
的
な

面
と
し
て
は
、
各
地
区
巡
回
の
自
動

車
文
庫
と
民
俗
資
料
館
の
設
置
が
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
行
事
計
画
と
し
て
は
、
八
月
上
旬

全
市
民
対
象
の
市
民
体
育
大
会
、
十

月
中
旬
頃
記
念
式
典
を
計
画
し
て
お

り
、
こ
の
席
上
、
善
行
の
あ
っ
た
市

民
の
ほ
う
賞
と
市
民
憲
章
を
発
表
。

そ
の
ほ
か
市
民
ほ
う
賞
委
員
会
の
設

置
や
小
唄
ま
つ
り
、
農
業
祭
等
の
各

種
協
賛
行
事
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す

　
固
定
資
産
課
税
台
帳
の
縦
覧
は

　
四
月
十
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま

　
で
　
昭
和
四
十
九
年
度
か
ら
、
専
用
住

宅
等
の
敷
地
に
つ
い
て
は
、
二
百
平

方
厨
ま
で
の
部
分
に
つ
い
て
税
金
を

二
分
の
一
に
軽
減
す
る
と
い
う
法
改

正
が
な
さ
れ
る
見
込
み
で
す
。
そ
こ

で
こ
の
算
定
作
業
の
た
め
、
毎
年
三

月
一
日
か
ら
三
月
二
十
日
ま
で
行
な

っ
て
お
り
ま
し
た
固
定
資
産
課
税
台

帳
の
縦
覧
期
間
を
今
年
に
限
り
四
月

十
日
か
ら
四
月
三
十
日
ま
で
に
変
更

し
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。



O
O
略

（4と」『」『夢二（第3種郵便物認可）昭和49年3月10日

振
替
納
税
が
便
利
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
税
の
納
税
方
法

　
納
税
す
る
た
め
に
わ
ざ
く
市
役

所
．
銀
行
等
に
出
向
か
な
く
と
も
納

税
で
き
る
方
法
が
あ
り
ま
す
。

　
最
も
簡
単
な
の
は
、
預
貯
金
口
座

か
ら
の
振
替
納
税
で
す
。

　
こ
れ
は
、
届
出
を
し
て
い
た
だ
く

だ
け
で
あ
と
は
金
融
機
関
で
や
っ
て

く
れ
ま
す
。
届
出
の
用
紙
は
市
役
所

税
務
課
に
あ
り
ま
す
。
ご
請
求
下
さ

れ
ば
早
速
お
送
り
し
ま
す
。

　
次
に
、
お
近
く
の
納
税
組
合
に
加

入
さ
れ
る
こ
と
で
す
。
近
く
に
納
税

組
合
が
な
い
場
合
、
納
税
者
十
人
以

上
で
組
合
を
つ
く
れ
ま
す
。
こ
の
手

続
き
は
、
組
合
員
と
縄
合
長
の
名
前

を
市
役
所
税
務
課
に
お
届
け
い
た
だ

く
だ
け
で
す
。

　
な
お
、
納
税
組
合
に
は
、
市
か
ら

事
務
費
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま

す
。　
そ
の
ほ
か
、
市
税
に
つ
い
て
ご
不

明
の
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ご
遠

慮
な
く
市
役
所
税
務
課
に
お
尋
ね
く

だ
さ
い
。

軽
自
動
車
の
異
動
届

を
忘
れ
ず
に

　
軽
自
動
車
（
一
二
五
C
C
以
下
）

を
お
持
ち
の
カ
で
、
廃
卑
や
売
却
を

さ
れ
た
と
き
は
速
か
に
市
役
所
税
務

課
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の

届
を
怠
る
と
税
金
が
か
か
る
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

　
市
税
の
減
免
等
に
つ
い
て

　
病
気
や
災
害
な
ど
で
「
納
税
が
著

る
し
く
困
難
」
な
場
合
は
、
税
金
の

延
納
（
分
納
）
や
減
免
の
制
度
が
あ

り
ま
す
。

惚孟郵

サす
1く

クら
ルむ

3
月
の
休
日
救
急
医

m
日
山

17

日
池

餌
日
富

24

日
庭

訂
日
大

ロ
医
院
褒
町
中
・

　
費
2
1
2
1
7
4
番

田
医
院
本
町
西
、
）

　
魯
2
－
2
5
8
1
番

田
　
医
　
院
神
明
町
）

　
魯
2
1
3
2
6
9
番

野
医
院
神
明
勉

　
曾
2
i
2
7
1
1
番

島
医
院
川
原
町

　
魯
2
－
2
9
5
7
番

　
こ
ん
に
ち
は
、
す
く
ら
む
サ
ー
ク

ル
で
す
。
結
成
以
来
満
三
歳
の
誕
生

日
を
迎
え
ま
し
た
。
と
に
か
く
い
ろ

い
ろ
な
人
達
が
集
ま
っ
て
活
動
を
し

て
い
ま
す
。
な
か
で
も
一
番
多
い
の

が
話
し
合
い
で
す
．

　
四
季
を
通
じ
、
ス
キ
ー
、
花
見
、

海
水
浴
、
キ
ャ
ソ
プ
な
ど
み
ん
な
で

考
え
、
み
ん
な
で
活
動
し
そ
の
な
か

で
仲
間
を
つ
く
っ
て
い
く
。

　
こ
れ
が
私
た
ち
サ
ー
ク
ル
の
目
指

す
と
こ
ろ
で
す
。

　
さ
あ
、
あ
な
た
も
是
非
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
毎
週
水
曜
日
、
市
公

民
館
（
市
民
会
館
内
）
で
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

　
会
長
、
宮
沢
良
夫
（
新
潟
県
労
働

金
庫
十
日
町
出
張
所
内
）
曾
七
ー
八

三
〇
〇
番
。

48年8月笹ケ峰キャンプ場で

寄
付
あ
り
が
と
う

　
香
典
返
し
　
柳
文
治
…
一
万
五
千

円
、
社
会
福
祉
事
業
　
春
日
由
三
…

二
万
円
（
講
師
謝
礼
）
、
長
津
国
吉

…
二
万
七
千
八
百
八
円
、
竹
内
銀
風

…
一
万
円
、
上
越
後
楽
園
…
二
万
五

千
九
百
七
十
六
円
（
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

　
　
「
二
十
歳
の
記
録
」

　
成
人
式
は
五
月
十
二
日
、
市
民
体

育
館
で
行
な
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　
市
公
民
館
「
二
十
歳
の
記
録
」
係

で
は
、
昭
和
二
十
八
年
四
月
二
日
か

ら
昭
和
二
十
九
年
四
月
一
日
生
ま
れ

を
対
象
に
つ
ぎ
の
と
お
り
原
稿
を
募

集
し
ま
す
。
希
望
者
は
、
四
百
字
詰

原
稿
用
紙
四
枚
以
内
（
一
人
二
編
以

内
）
に
住
所
、
氏
名
、
職
業
を
明
記

し
て
く
だ
さ
い
。
　
（
締
切
は
三
月
二

十
五
日
）
テ
ー
マ
／
つ
ぎ
の
な
か
か

ら
選
ん
で
く
だ
さ
い
。

　
①
農
業
を
考
え
る
②
離
村
問
題
を

考
え
る
③
出
稼
問
題
を
考
え
る
④
わ

た
し
の
職
業
（
職
場
）
⑤
わ
た
し
の

青
春
⑥
わ
た
し
の
結
婚
観
㎝
親
か
ら

1＼　　　　繍
勲ろ“く隠
　　　　　　　　　5
　　　．．　　　　ら
　　　～　　　　　　　　4
　　　　〔｛㌦」らε廿
碧宥中　　　蓉蕪逢
雛　　　　悪野
轡　　物，　き

　　　　　，くかこ

臨　燦醜
．　　　　　　竜てに

c　　！ん垣全
　　　．．　てい碇
　　　　　　て　　　御％

。礫　　・・浮

舞齢嚇
　　　　讃　　　　　　　た6りび

鱗ズ講．∫㌧
寮置　　，　…■♂
9　餐　葛て
●”，蝋娠’鱒馳

ボ
ウ
ル
）
、
十
高
三
年
三
緯
…
一
万

八
千
二
百
三
十
円
、
十
日
町
ド
レ
ス

メ
ー
カ
！
女
学
院
…
四
千
六
百
二

円
、
繊
労
雪
ま
つ
り
ラ
ン
ド
慈
善
ナ

ベ
…
三
万
四
千
三
百
七
十
七
円
、
渡

辺
春
吉
…
エ
ソ
ピ
ッ
一
ダ
ー
ス
、
ノ

ー
ト
七
十
冊
。

原
稿
募
集

学
ん
だ
こ
と
⑧
初
め
て
選
挙
権
を
得

て
⑨
市
政
へ
の
発
言
⑩
詩
「
二
十

歳
」
⑪
自
由
題
。

　
「
国
民
年
金
の
歌
」

　
　
歌
詩
募
集

　
社
団
法
人
日
本
国
民
年
金
協
会

（
東
京
都
千
代
田
区
平
河
町
砂
防
会

館
内
）
は
、
国
民
年
金
制
度
発
足
1
5

年
を
記
念
し
て
、
　
「
国
民
年
金
の

歌
」
の
歌
詩
を
募
集
し
ま
す
。

　
四
百
字
詰
原
稿
用
砥
に
国
民
年
金

を
テ
ー
マ
に
し
た
歌
詩
を
楷
書
で
記

入
、
三
月
三
十
一
日
ま
で
に
送
付
し

て
く
だ
さ
い
。

　
簡
易
水
道
の
検
針
・
集

　
金
方
法
が
変
わ
り
ま
す

　
簡
易
水
道
の
検
針
と
集
金
は
い
ま

ま
で
毎
月
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
四

月
分
か
ら
ニ
カ
月
ご
と
に
行
な
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

　
こ
れ
は
、
四
月
か
ら
料
金
計
算
を

電
算
に
委
託
す
る
こ
と
に
な
り
、
経

費
の
軽
減
を
は
か
る
た
め
に
変
更
す

る
も
の
で
す
。
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　
自
動
軍
税
の
納
期
が

　
年
一
回
に

　
自
動
車
税
は
、
い
ま
ま
で
年
二
回

　
（
四
月
・
十
月
）
の
二
期
に
分
け
て

納
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
昭
和

四
十
九
年
度
か
ら
は
、
年
一
回
と
な

り
、
五
月
末
日
が
納
期
限
と
な
り
ま

す
。
　
（
十
日
町
財
務
事
務
所
）

　
消
防
職
員
を
募
集

　
昭
和
四
十
九
年
五
月
採
用
予
定
の

消
防
職
員
（
消
防
士
四
名
）
を
つ
ぎ

の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。
希
望
者

は
、
三
月
二
十
五
日
ま
で
に
十
日
町

公
共
職
業
安
定
所
、
十
日
町
地
域
消

防
本
部
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
受
験
盗
格
／
昭
和
二
十
四
年
四
月

二
日
か
ら
三
十
一
年
四
月
一
日
生
ま

れ
の
男
子
で
高
卒
又
は
同
程
度
の
学

力
者
、
期
日
／
昭
和
四
十
九
年
四
月

七
日
。
身
体
的
条
件
等
く
わ
し
い
こ
．

と
は
消
防
本
部
総
務
課
（
曾
二
i
二

四
五
〇
番
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
。

　
踏
切
事
故
に
ご
注
意

　
最
近
、
踏
切
事
故
が
相
つ
ぎ
一
月

か
ら
二
月
ま
で
の
二
か
月
間
に
四
件

も
の
事
故
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
歩

行
者
も
運
転
者
も
十
分
注
意
し
市
民

ぐ
る
み
で
交
通
事
故
防
止
運
動
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
踏
切
は
必
ず
一
時
停
止
し
、
安
全

を
確
認
し
て
通
過
し
て
く
だ
さ
い
．

颯
鱒
騰
編
懇

膨

編桑発行／十日町市役所（電話㈹7－31m毎月10日／昭和32年6月5日第3種郵便物認可（1部6円）

幾
　
　
雛
．

　
　
き
轍
灘
鍵
、黙購讐購麟

蝋
　
難

　韓難驚
欝　 奪
繋轟麟

粥
騰

凌
　
　
〆

灘凝灘
　
駕

　
　
　
響欝鞭．轟

鍵
聯
癖

嚇継

母さんの笑顔に見送られながら帰る園児

　　の
れは、ことし4月から開設された西保育
のひとこま。

の建物の中で、120名のこどもたちが元気
びまわっている。

保
ち
こ
で
こ
飛

　
た
　
所
　
　
に

“

漆一し吹蔀

保育所入所児童の再募集
　1月31日で保育所入所希望を締め切りましたが、っぎの保育所で入所

児童（3歳以上児）の再募集を行なつています。希望者は至急社会福祉事

務所（魯7－3111番）へお申し込みください。

　十日町幼児園6名、十日町保育所10名、十日町西保育所10名、山本愛

泉学園3名。

4鰯
　　□210号□

★今月の市報は4月10日に市役所を発送しました。広報紙の早期配布にご協力ください。


